
取組名：水田地帯における畑作物の収量安定化

当地区は水稲を中心に畑作、園芸作物による複合経営が主体であり、田畑輪換(空知型輪作)の
取組を推進しているが、小麦においては排水不良、連作障害などが低収を招いている。小麦の
収量高位安定化に向けては、関係機関と連携した技術的支援が急務である。

実施地区の概要と課題

今後の展望

令和７年度 畑地化促進事業

実施した取組内容など

■取組内容
・愛知県の水田地域における先進地視察（11月）
・農業者向け研修会の開催(２月・３月)

■成果
・愛知県の取組みを調査し、ブロックローテーションによる輪作体系
や、ほ場内明きょによる排水対策事例を学んだ。

・関係機関と連携し、研修会において次年度に向けた排水対策を主軸
とした技術提案を実施した。

・普及センター重点計画と連携し、基盤整備後の省力的輪作体系が実
証された。

空知農業改良普及センター 北空知支所

■実施地区
○排水対策
・明きょ施工効果の確認(収量・生育への影響を調査)
・作業体系の検討(作業機械、施工時期、施工間隔など)
・高温、干ばつ対策の入水検討(ハイブリット水路化)
○輪作体系
・適正輪作体系の波及
・水稲、大豆の安定生産

■実施地区以外
排水対策取組面積の増加

実施地区など

深川市 納内地区

（関係団体）深川市、JAきたそらち


